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高
良
倉
吉
先
生
略
歴
・
研
究
業
績

略

歴

一
九
四
七
年
一

O
月

一
九
五
四
年
一
一
一
月

一
九
六
三
年
四
月

一
九
六
七
年
四
月

一
九
七
一
年
一
一
一
月

一
九
七
三
年
四
月

一
九
八
六
年
四
月

一
九
八
七
年
四
月

一
九
八
八
年
四
月

一
九
九
一
年
四
月

一
九
九
三
年
一
月

一
九
九
四
年
四
月

一
九
九
五
年
四
月

沖
縄
県
島
尻
郡
伊
是
名
村
字
勢
理
客
に
生
ま
れ
る

伊
是
名
小
学
校
一
年
三
学
期
か
ら
南
大
東
小
中
学
校
に
転
校

首
里
高
校
に
入
学

国
費
沖
縄
留
学
生
と
し
て
愛
知
教
育
大
学
に
入
学

愛
知
教
育
大
学
教
育
学
部
中
学
校
教
員
養
成
課
程
を
卒
業
。
同
年
四
月
、
京
都
大
学
文
学
部
国
史
学
研
究
室
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聴
講
生
と
な
る
(
七
三
年
三
月
ま
で
)

沖
縄
県
沖
縄
史
料
編
集
所
主
事
(
後
に
専
門
員
)
に
採
用
さ
れ
る

組
織
統
合

よ
り
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
専
門
員
と
な
る

異
動
に
よ
り
沖
縄
県
立
博
物
館
主
査
と
な
る

県
を
退
職
し
浦
添
市
立
図
書
館
長
と
な
る

沖
縄
学
研
究
担
当
衆
ヨE惨

事
兼
浦
添
市
立
図
書
館
長

昇
任

琉
球
王
国
史
の
基
礎
的
研
究
で
九
州
大
学
よ
り
博
士
(
文
学
)
の
学
位
取
得

浦
添
市
を
退
職
し
琉
球
大
学
法
文
学
部
助
教
授
と
な
る

琉
球
大
学
法
文
学
部
人
文
学
科
目
本
文
化
専
攻
課
程
教
授
に
昇
任



二
O
O
九
年
四
月

二
O
一
O
年
一
一
月

二
O
二
一
年
一
一
月

二
O
一
三
年
三
月

賞

罰

一
九
八
一
年
三
月

一
九
八
八
年
二
一
月

一
九
九

O
年
一
二
月

一
九
九
七
年
一
月

二
O
O
四
年
一

O
月

主
な
活
動

一
九
七
四
年

一
九
七
六
年

琉
球
大
学
国
際
沖
縄
研
究
所
教
授
を
併
任
(
二

O
一
一
年
一
一
一
月
ま
で
)

琉
球
大
学
附
属
図
書
館
長
を
併
任
(
二

O
一
一
一
年
一

O
月
ま
で
)

流
球
大
学
学
長
補
佐
を
併
任
(
二

O
一
三
年
三
月
ま
で
)

法
文
学
部
国
際
言
語
文
化
学
科
琉
球
ア
ジ
ア
文
化
専
攻
課
程
教
授
を
定
年
退
職

『
琉
球
の
時
代
』
で
沖
縄
タ
イ
ム
ス
出
版
文
化
賞
受
賞

『
流
球
王
国
の
構
造
』
で
沖
縄
文
化
協
会
賞
比
嘉
春
潮
賞
受
賞
。
同
年
七
月
、
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
で
日
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本
青
年
会
議
所
よ
り
T
O
Y
P
大
賞
受
賞

「
琉
球
王
国
史
の
課
題
』
で
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
よ
り
伊
波
普
猷
賞
受
賞

琉
球
王
国
史
の
研
究
で
沖
縄
協
会
よ
り
沖
縄
研
究
奨
励
賞
受
賞

国
際
交
流
基
金
よ
り
国
際
交
流
奨
励
賞
・
日
本
研
究
賞
受
賞

沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
沖
縄
館
展
示
検
討
委
員

浦
添
市
史
編
集
委
員
会
委
員



一
九
七
七
年

一
九
七
九
年

一
九
七
九
年

一
九
八

O
年

一
九
八
二
年

一
九
八
二
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

一
九
八
四
年

一
九
八
四
年

一
九
八
五
年

一
八
八
五
年

一
九
八
五
年

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年

一
九
八
七
年

一
九
八
七
年

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
地
方
研
究
員

宜
野
湾
市
史
編
集
委
員
会
委
員

渡
名
喜
村
史
編
集
委
員
会
委
員

沖
縄
市
史
編
集
委
員
会
委
員

沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所
特
別
研
究
員

沖
縄
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(
於
那
覇
市
)
で
研
究
報
告

読
谷
村
史
編
集
委
員
会
委
員

多
良
間
村
史
編
集
委
員
会
委
員

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
基
本
構
想
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
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宜
野
座
村
誌
編
集
委
員
会
委
員

ピ
ー
ス
フ
ル
ラ
プ
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
代
表

那
覇
市
都
市
景
観
審
議
会
委
員

沖
縄
・
福
建
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
於
福
州
市
)
で
報
告
・
討
論

伊
是
名
村
史
編
集
委
員
会
委
員

首
里
城
正
殿
基
本
設
計
検
討
委
員
会
委
員

第

1
田
中
琉
歴
史
関
係
国
際
学
術
会
議
(
於
台
北
市
)
で
研
究
報
告

首
里
城
正
殿
予
備
設
計
検
討
委
員
会
委
員

琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
委
員



一
九
八
八
年

一
九
八
八
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
九

O
年

一
九
九
一
年

一
九
九
一
年

一
九
九
一
年

一
九
九
一
年

一
九
九
一
年

一
九
九
二
年

一
九
九
二
年

一
九
九
三
年

一
九
九
三
一
年

一
九
九
三
年

一
九
九
三
年

一
九
九
四
年

一
九
九
四
年

首
里
城
正
殿
実
施
設
計
検
討
委
員
会
委
員

歴
史
学
研
究
会
全
体
会
(
於
中
央
大
学
)

で
研
究
報
告

沖
縄
開
発
庁
沖
縄
振
興
開
発
審
議
会
委
員

沖
縄
県
警
察
史
監
修
委
員

九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
施
設
研
究
員

那
覇
家
庭
裁
判
所
参
与
員

名
護
市
立
図
書
館
建
設
計
画
審
議
会
委
員

ユ
ネ
ス
コ
主
催
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(
於
泉
州
市
)

具
志
川
市
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員

首
里
城
公
閤
展
示
検
討
委
員
会
委
員

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
琉
球
の
風
」
監
修
者

沖
縄
地
方
酒
類
審
議
会
委
員

沖
縄
県
歴
代
宝
案
編
集
調
査
委
員
会
委
員

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員

糸
満
市
立
図
書
館
建
設
委
員
会
委
員

ア
ユ
タ
ヤ
歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
国
際
学
術
会
議
で
研
究
報
告

国
際
琉
球
研
究
学
会
(
於
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
)

で
研
究
報
告

ボ
ン
大
学
主
催
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
研
究
報
告

で
研
究
報
告
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一
九
九
五
年

一
九
九
五
年

一
九
九
七
年

一
九
九
七
年

一
九
九
七
年

一
九
九
八
年

一
九
九
九
年

一
九
九
九
年

一
九
九
九
年

二
O
O
O年

二
O
O
一
年

二
O
O
一
年

二
O
O
一
年

二
O
O
一
年

二
O
O
一
年

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
客
員
教
授

国
務
省
の
招
待
で

1
か
月
間
、
米
国
各
地
を
視
察

科
研
基
盤
研
究

(
B
)
「
沖
縄
県
多
良
間
島
に
お
け
る
伝
統
的
社
会
シ
ス
テ
ム
の
実
態
と
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」

研
究
代
表
者

沖
縄
総
合
事
務
局
琉
球
歴
史
回
廊
検
討
委
員
会
委
員

新
沖
縄
県
史
編
集
委
員
会
委
員

尚
家
関
係
資
料
総
合
調
査
委
員
会
委
員

稲
嶺
恵
一
知
事
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

1
ボ
l
ド
委
員

小
測
恵
三
首
相
私
的
懇
談
会
幻
世
紀
日
本
の
構
想
委
員
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沖
縄
県
振
興
開
発
審
議
会
委
員

モ
ス
ク
ワ
総
合
大
学
、
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
、
ポ
ン
大
学
お
よ
び
マ
レ
ー
シ
ア
日
本
研
究
学
会
・
マ
ラ
ツ
カ
州
立
図
書

館
で
講
演

海
洋
博
覧
会
記
念
公
園
管
理
財
団
評
議
員

科
研
基
盤
研
究

(B)
「
琉
球
と
日
本
本
土
の
遷
移
地
域
と
し
て
の
ト
カ
ラ
列
島
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
総

合
的
研
究
」
研
究
代
表
者

沖
縄
平
和
賞
検
討
委
員
会
委
員

史
跡
浦
添
城
跡
整
備
委
員
会
委
員

沖
縄
県
歴
代
宝
案
編
集
委
員
会
委
員



二
O
O
二
年

二
O
O
二
年

二
O
O
三
年

二
O
O
四
年

三

O
O
四
年

二
O
O
四
年

二
O
O
五
年

二
O
O
六
年

二
O
O
七
年

二
O
O
八
年

二
O
O
八
年

二
O
O九
年

二
O
O
九
年

二
O
O
九
年

二
O

一O
年

二
O
一
一
年

二
O
一
一
年

。
年

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
等
審
査
会
専
門
委
員

福
建
師
範
大
学
問
台
区
域
研
究
中
心
学
術
委
員
会
委
員

沖
縄
県
立
博
物
館
新
館
展
示
監
修
委
員

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
で
集
中
講
義

沖
縄
ク
ェ
ス
チ
ョ
ン
日
米
行
動
委
員
会
副
座
長

大
阪
大
学
主
催
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

(
於
那
覇
市
)

科
研
基
盤
研
究

(B)
「
沖
縄
の
災
害
情
報
に
関
す
る
歴
史
文
献
を
主
体
と
し
た
総
合
的
研
究
」
研
究
代
表
者

で
基
調
報
告

文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
専
門
委
員

九
州
国
立
博
物
館
評
議
員
会
評
議
員

奄
美
市
歴
史
文
化
構
想
等
策
定
専
門
委
員
会
委
員

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
協
議
会
委
員

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
委
員
会
専
門
委
員

沖
縄
協
会
沖
縄
研
究
奨
励
賞
選
考
委
員

琉
球
大
学
史
学
会
会
長

中
城
御
殿
整
備
検
討
委
員
会
委
員

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
評
議
員

大
阪
大
学
大
学
院
で
集
中
講
義

N
H
K
B
S
時
代
劇
「
テ
ン
ベ
ス
ト
」
時
代
考
証
担
当
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二
O
二
年

二
O
二
一
年

単

一
九
八

O
年

一
九
八

O
年

一
九
八
一
年

一
九
八
二
年

一
九
八
四
年

一
九
八
六
年

一
九
八
七
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
九
三
年

一
九
九
五
年

一
九
九
七
年

一
九
九
八
年

科
研
基
盤
研
究

(B)
「
近
世
琉
球
社
会
に
お
け
る
言
語
運
用
の
諸
相
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
研
究
代
表
者

内
問
御
殿
保
存
管
理
計
画
策
定
委
員
会
委
員
な
ど

著

『
沖
縄
歴
史
論
序
説
」

三
一
書
房

筑
摩
書
房

『
琉
球
の
時
代
|
大
い
な
る
歴
史
像
を
求
め
て
」

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社

『
沖
縄
歴
史
へ
の
視
点
』

ひ
る
ぎ
杜

7 

「
御
教
条
の
世
界
古
典
で
考
え
る
沖
縄
歴
史
』

ひ
る
ぎ
社

『
お
き
な
わ
歴
史
物
語
』

『
続
お
き
な
わ
歴
史
物
語
』

『
琉
球
王
国
の
構
造
」

ひ
る
ぎ
社

吉
川
弘
文
館

『
新
版
・
琉
球
の
時
代
|
大
い
な
る
歴
史
像
を
求
め
て
』

ひ
る
ぎ
社

『
琉
球
王
国
史
の
課
題
」

「
琉
球
王
国
』

岩
波
書
唐

『
切
な
い
沖
縄
の
日
々
』

「
「
沖
縄
」
批
判
序
説
」

ひ
る
ぎ
社

ボ
ー
ダ
ー
イ
ン
ク

ひ
る
ぎ
社

『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
琉
球
王
国
』

吉
川
弘
文
館



二
O
O
八
年

二
O
一
一
年

二
O
二
一
年

共
著
・
編
著

一
九
七
二
年

一
九
七
六
年

一
九
七
七
年

一
九
七
七
年

一
九
八
一
年

一
九
八
三
年

一
九
八
四
年

一
九
八
五
年

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年

一
九
八
七
年

『
琉
球
王
国
』
(
韓
国
語
版
)

翰
林
大
学

「
琉
球
王
国
史
の
探
求
』

格
樹
書
林

『
琉
球
の
時
代
l

大
い
な
る
歴
史
像
を
求
め
て
』

筑
摩
書
房
(
文
庫
版
)
な
ど

『
伊
波
普
猷
|
沖
縄
史
像
と
そ
の
思
想
』
(
金
城
正
篤
)

清
水
書
院

『
沖
縄
県
史
』
第
一
巻
(
通
史
)

沖
縄
県
教
育
委
員
会

「
沖
縄
県
史
」
別
巻
(
沖
縄
近
代
史
辞
典
)
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沖
縄
県
教
育
委
員
会

『
沖
縄
県
の
歴
史
散
歩
』
(
沖
縄
歴
史
研
究
会
編
)

山
JII 
出
版
社

「
浦
添
市
史
』
第
二
巻
・
資
料
編
1

浦
添
市
教
育
委
員
会

「
渡
名
喜
村
史
』
上
巻

渡
名
喜
村
役
場

「
沖
縄
市
史
』
第
二
巻
・
資
料
編
1

沖
縄
市
教
育
委
員
会

『
宜
野
湾
市
史
』
第
四
巻
・
資
料
編
3

宜
野
湾
市
教
育
委
員
会

『
多
良
間
村
史
』
第
二
巻
(
王
国
時
代
の
記
録
)

多
良
間
村

『
沖
縄
・
奄
美
と
日
本
』
(
谷
川
健
一
・
大
山
鱗
五
郎
)

同
成
社

『
琉
球
か
ら
沖
縄
へ
』
(
大
塚
勝
久
)

ポ
プ
ラ
社

『
企
画
展
・
あ
る
首
里
士
族
の
四
O
O年』

沖
縄
県
立
博
物
館



一
九
八
八
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
九

O
年

一
九
九
一
年

一
九
九
二
年

一
九
九
二
年

一
九
九
三
年

一
九
九
六
年

一
九
九
七
年

一
九
九
八
年

一
九
九
八
年

一
九
九
九
年

二
O
O
O
年

二
0
0
0年

『
宜
野
座
村
誌
』
第
四
巻
・
文
献
資
料
上

宜
野
座
村
役
場

「
浦
添
市
史
』
第
一
巻
・
通
史
編

浦
添
市
教
育
委
員
会

「
伊
是
名
村
史
』
中
巻
(
島
の
古
文
書
)

伊
是
名
村

『
写
真
で
見
る
伊
是
名
村
の
文
化
財
」

伊
是
名
村

「
首
里
城
入
門
』
(
首
里
城
研
究
グ
ル
ー
プ
編
)

ひ
る
ぎ
杜

『
新
琉
球
史
』
近
世
編
上

琉
球
新
報
社

『
新
琉
球
史
』
近
世
編
下

琉
球
新
報
社

『
新
琉
球
史
』
古
琉
球
編

琉
球
新
報
社

『dHN〉
ω
C
開
歴
史
た
ん
け
ん
ブ
ッ
ク
』

-9-

浦
添
市
教
育
委
員
会

『
新
琉
球
史
』
近
代
・
現
代
編

琉
球
新
報
杜

『
図
説
・
琉
球
王
国
』
(
田
名
真
之
)

河
出
書
一
房
新
社

『
新
し
い
琉
球
史
像
』
(
豊
見
山
和
行
・
真
栄
平
房
昭
)

格
樹
書
林

『
ペ
リ
l
と
大
琉
球
』
(
玉
城
朋
彦
)

琉
球
放
送
株
式
会
社

『
沖
縄
の
自
己
検
証
』
(
真
栄
城
守
定
・
牧
野
浩
隆
)

ひ
る
ぎ
社

『
首
里
城
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

首
里
城
公
園
友
の
会

『
沖
縄
県
に
お
け
る
文
化
諸
施
設
の
現
況
と
課
題
」

南
西
地
域
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

『
沖
縄
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ブ
』
(
真
栄
城
守
定
・
大
城
常
夫
)

ひ
る
ぎ
社

「
沖
縄
県
多
良
間
島
に
お
け
る
伝
統
的
社
会
シ
ス
テ
ム
の
実
態
と
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
(
代
表
・
高
良
倉
吉
)



二
O
O
一
年

二
O
O
二
年

二
O
O
二
年

二
O
O
四
年

二
O
O
五
年

二
O
O
七
年

二
O
O
七
年

二
O
O
八
年

二
O
O
八
年

二
O

一O
年

0 

年

琉
球
大
学
法
文
学
部

『
周
縁
か
ら
見
た
中
世
日
本
|
日
本
の
麗
史
H
巻
』
(
大
石
直
正
・
高
橋
公
明
)

講
談
社

「
沖
縄
県
の
地
名
!
日
本
歴
史
地
名
大
系
必
』

平
凡
社

『
沖
縄
県
に
お
け
る
地
域
歴
史
書
刊
行
の
意
義
と
課
題
」

南
西
地
域
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

「
琉
球
と
日
本
本
土
の
遷
移
地
域
と
し
て
の
ト
カ
ラ
列
島
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
総
合
的
研
究
』
(
代
表
・
高
良

倉
吉
)

琉
球
大
学
法
文
学
部

「
琉
球
・
沖
縄
と
海
上
の
道
街
道
の
日
本
史
日
』
(
豊
見
山
和
行
)

吉
川
弘
文
館

『
中
台
関
係
・
日
米
同
盟
・
沖
縄
』
(
橋
本
晃
和
・
マ
イ
ク
H

モ
チ
ヅ
キ
)

冬
至
書
房

「
「
沖
縄
問
題
」
と
は
何
か
」
(
仲
里
効
)

弦
書
房

『
沖
縄
の
災
害
情
報
に
関
す
る
歴
史
文
献
を
主
体
と
し
た
総
合
的
研
究
』
(
代
表
・
高
良
倉
吉
)

-10-

コ}HmFug-d・ω・〉
E
E
B
宮内田

hEE--『
回
一
若
山
口

HUE-。
ロ
凹
』
(
橋
本
晃
和
・
マ
イ
ク
H

モ
チ
ヅ
キ
)

琉
球
大
学
法
文
学
部

ジ
ョ
ー
ジ
ワ

シ
ン
ト
ン
大
学

『
日
米
中
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
と
沖
縄
ク
ェ
ス
チ
ョ
ン
』

(
橋
本
晃
和
・
マ
イ
ク
H

モ
チ
ヅ
キ
)

『
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
l
日
本
の
世
界
遺
産
日
』

朝
日
新
聞
出
版
な
ど

冬
至
書
房


